
岩
手
県
沿
岸

に
東
京
湾
汽
船

（
株
）の
汽
船
が

就
航
し
て
い
た

が
、
経
営
の
主

体
が
県
外
の
所

管
で
制
約
も
あ

り
、
不
便
で

あ
っ
た
。

明
治
三
十
九

年
、
気
仙
銀
行

建
築
の
た
め
同

銀
行
重
役
お
よ

び
株
主
な
ど
が

高
田
町
に
集
合

し
た
際
、
三
陸

汽
船
の
こ
と
が

提
議
さ
れ
賛
成

を
得
た
。
早
速
、

銀
行
重
役
、
株

主
が
郡
内
外
の

有
力
者
を
は
じ
め
石
巻
、
塩
釜
お
よ

び
仙
台
の
実
業
家
、
仙
台
市
長
、
岩

助（
商
業
）、貫
洞
幸
七（
商
業
、

町
議
会
議
員
）
の
名
前
が
出

て
い
る
。

明
治
四
十
年
八
月
、
三
陸

汽
船（
株
）設
立
発
起
人
総
会

で
役
員
が
決
定
、
取
締
役
社

長
に
横
山
久
太
郎
（
五
十
一

歳
、
静
岡
県
出
身
で
製
鉄
所

初
代
所
長
、
釜
石
電
灯
、
岩

手
軽
便
鉄
道
社
長
を
歴
任
）。

常
務
取
締
役
に
北
田
親
氏
盛

岡
市
長（
四
十
九
歳
、
盛
岡
市

出
身
、
警
察
署
長
、
県
勧
業

沿
岸
航
路
の
寄
港
地
は
宮
古
―
山

田
―
大
槌
―
釜
石
―
小
白
浜
―
越
喜

来
―
大
船
渡
―
細
浦
―
高
田
―
気
仙

沼
―
鮎
川
―
塩
釜
で
毎
日
一
往
復
。

大
正
二
年
の
乗
客
数
は
宮
古
四
千
六

百
二
十
六
人
、
山
田
三
千
四
百
三
十

一
人
、
大
槌
二
千
七
百
五
十
二
人
、

釜
石
九
千
四
百
四
人
、
塩
釜
一
万
五

千
百
一
人
（
七
港
省
略
）で
、
全
体
で

五
万
四
千
七
百
三
十
九
人
で
あ
る
。

三
陸
汽
船
は
多
く
の
人
、
物
資
を

輸
送
し
、
産
業
、
経
済
、
文
化
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

沿
岸
航
路
、
東
京
航
路
、

北
海
道
航
路
と
発
展
し

た
。
明
治
四
十
四
年
、

東
京
湾
汽
船（
株
）は
権

利
を
三
陸
汽
船（
株
）に

譲
渡
し
姿
を
消
し
た
。

課
長
、
下
閉
伊
郡
長
を
歴
任
）。
取
締

役
の
一
人
に
中
野
健
次
郎
山
田
町
長

（
五
十
五
歳
、
飯
岡
村
出
身
、
郡
役
所

や
山
田
村
役
所
書
役
、
戸
長
、
村
議

会
議
員
な
ど
を
歴
任
）。
監
査
役
の

一
人
に
山
田
町
の
萬
藤
九
郎
（
商
業
）

が
選
ば
れ
た
。

会
社
は
資
本
金
三
十
万
円
で
地
元

資
本
が
九
〇
％
を
占
め
た
。
か
く
て

明
治
四
十
一
年
四
月
、
三
陸
汽
船

（
株
）が
創
立
し
た
。
木
造
貨
客
船
の

東
北
丸
・
振
興
丸
・
黄
金
丸
・
笠
井

丸（
い
ず
れ
も
一
四
五
�
）を
建
造
し

三
陸
汽
船（
株
）の
創
設
と

横
　
山
　
久
太
郎

手
県
知
事
を
訪
ね
賛
同
を
得
た
。

明
治
四
十
年
、
笠
井
信
一
岩

手
県
知
事
に
提
出
さ
れ
た
補
助

申
請
書
に
は
発
起
人
代
表
と
し

て
横
山
久
太
郎
釜
石
鉱
山
田
中

製
鉄
所
長
以
下
五
十
三
人
の
名

前
が
記
さ
れ
、
気
仙
郡
三
十
六

人
、
九
戸
郡
三
人
、
上
閉
伊
郡

六
人
、
下
閉
伊
郡
八
人
で
、
宮

古
町
か
ら
中
島
新
太
郎
、
菊
池

長
右
衛
門
、
菊
池
和
七
、
横
坂

権
七
。
山
田
町
か
ら
中
野
健
次
郎
町

長
、
萬
藤
九
郎（
商
業
）、
上
野
六
之
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
七
一

）
で
す
。

や

ま

だ

の

山田湾に停泊する三陸汽船
（写真提供：山田町教育委員会）

【８】

「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
戦
時
死
亡

宣
告
を
受
け
た
洋
野
町
出
身
の

上
野
さ
ん
が
六
十
三
年
ぶ
り
に

一
時
帰
国
し
た
ニ
ュ
ー
ス
で
、

ま
さ
に
そ
の
言
葉
を
思
い
起
こ

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
年
月
、

ど
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
報
道
に
よ
れ

ば
上
野
さ
ん
は
「
日
本
の
桜
が

見
た
か
っ
た
」
と
語
っ
た
と
か

▼
桜
と
い
え
ば
本
コ
ラ
ム
で
も

時
々
桜
の
話
題
を
載
せ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
成

十
四
年
は
「
役
場
前
の
桜
が
、

四
月
十
七
日
の
強
風
で
ほ
と
ん

ど
散
っ
た
」、
平
成
十
六
年
は

「
四
月
十
八
日
の
消
防
演
習
の

こ
ろ
が
満
開
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
開
花
が
い
か
に
遅

れ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
広
報

が
配
布
さ
れ
る
こ
ろ
、
桜
は
ま

だ
咲
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
▼
五
月
十
四
日
上
映
予
定

の
映
画
「
待
合
室
」
に
も
美
し

い
桜
の
シ
ー
ン
が
出
て
き
ま
す
。

岩
手
を
舞
台
に
し
た
素
晴
ら
し

い
映
画
で
す
の
で
、
一
人
で
も

多
く
の
ご
鑑
賞
を
お
薦
め
い
た

し
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら


